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（百万円未満切捨て） 

１．平成28年３月期第２四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年９月30日） 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

 売  上  高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年３月期第２四半期 11,427 △18.1 △2 － 2 △96.1 5 △75.7 

27年３月期第２四半期 13,950 3.4 94 244.5 66 207.1 24 △43.3 

（注）包括利益  28年３月期第２四半期  △0百万円（－％）  27年３月期第２四半期 50百万円（△57.2％） 

 

 

１ 株 当 た り 

四 半 期 純 利 益 

潜 在 株 式 調 整 後

１ 株 当 た り

四 半 期 純 利 益

 円  銭 円  銭 

28年３月期第２四半期 1.00 － 

27年３月期第２四半期 4.12 － 

 

(2) 連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自 己 資 本 比 率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円  銭 

28年３月期第２四半期 9,456 1,898 19.7 311.41 

27年３月期 9,349 1,928 20.2 316.17 

（参考）自己資本    28年３月期第２四半期  1,861百万円  27年３月期  1,889百万円 

 

２．配当の状況 

 

年間配当金 

第１ 

四半期末 

第２ 

四半期末 

第３ 

四半期末 

期  末 合  計 

 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 

27年３月期 － 0.00 － 5.00 5.00 

28年３月期 －    0.00    

28年３月期(予想)   － 5.00 5.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：無 

 

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 経常利益 

親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭 

        

通      期 23,000 △15.9 10 △91.8 10 △89.0 1.67 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：有 

 



４．その他 

 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

   新規  ―社  （社名）、除外  ―社  （社名） 

  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無 

  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有 

②  ①以外の会計方針の変更 ：無 

③  会計上の見積りの変更 ：無 

④  修正再表示 ：無 

  

(4) 発行済株式数（普通株式）  

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 28年３月期２Ｑ 6,000,000株 27年３月期 6,000,000株 

②  期末自己株式数 28年３月期２Ｑ 22,516株 27年３月期 22,516株 

③  期中平均株式数(四半期累計) 28年３月期２Ｑ 5,977,484株 27年３月期２Ｑ 5,978,817株 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）個別業績の概要 

 

１．平成28年３月期第２四半期の個別業績（平成27年４月１日～平成27年９月30日） 

(1) 個別経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年３月期第２四半期 8,138 △1.0 41 49.0 54 69.9 37 111.5 

27年３月期第２四半期 8,221 △6.7 27 19.7 31 10.9 17 △37.7 

 

 

１ 株 当 た り 

四 半 期 純 利 益 

 円  銭 

28年３月期第２四半期 6.33 

27年３月期第２四半期 2.99 

 

(2) 個別財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自 己 資 本 比 率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円  銭 

28年３月期第２四半期 6,227 1,635 26.3 273.59 

27年３月期 6,432 1,637 25.5 273.88 

（参考）自己資本    28年３月期第２四半期  1,635百万円  27年３月期  1,637百万円 

 

２．平成28年３月期の個別業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭 

        

通      期 17,000 4.3 110 13.6 60 61.9 10.04 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：有 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであ 

 り、実際の業績は今後さまざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。業績予想に関する事項は、 

 【添付資料】P.３「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)  連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における我国経済は、政府による経済政策や日銀による金融緩和等を背景

に、雇用・所得環境の改善や企業業績の向上など緩やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、

中国など新興国経済の減速懸念をはじめ輸入原材料の高騰や個人消費の伸び悩み等、景気の先行きは依然

として不透明な状況が続いております。 

このような状況下にありまして、当社グループは、医療分野をはじめとした成長市場への参入や新規顧

客の獲得及び既存顧客の深耕等、積極的な営業活動の推進を図るとともに、諸経費の削減など収益改善に

努めてまいりました。しかしながら、顧客の在庫調整や海外市場における価格競争の激化等、依然として

当社グループを取り巻く状況は厳しく、当第２四半期連結累計期間における売上高は11,427百万円（前年

同期比18.1％減）、営業損失は2百万円、経常利益は2百万円（前年同期比96.1％減）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は5百万円（前年同期比75.7％減）となりました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

 

①東京支店 

新ゲーム機の立ち上がりにより、ゲーム機向け配線板材料・表面処理鋼板が伸長いたしました。ま

た、自動車向け部材及び電力トランス向けの鋼板・巻線も堅調に推移し、さらにエネルギー分野では太

陽光案件の新規取込に成功し売上増に寄与いたしました。一方で、半導体関連部品はエンドユーザーの

在庫調整継続の影響で売上が大きく減少いたしました。この結果、売上高は4,303百万円（前年同期比1

4.2％増）となりました。 

②大阪支店 

民生需要の減少と一段の円安等の影響で、電池・空調関連向け輸入品の売上が大きく減少いたしまし

た。一方、新規分野におきましても、高性能モーター向け電線や製造装置向けワイヤーが立ち上がった

ものの、売上額としては大きく寄与できませんでした。この結果、売上高は2,239百万円（前年同期比1

6.1％減）となりました。 

③日立支店 

車載機器向けケーブル加工品及び空調向け部材の受注が好調に推移いたしました。しかしながら、電

動工具向け部材・材料が国内・海外とも生産台数減少の影響を受けて大きく減少いたしました。この結

果、売上高は1,072百万円（前年同期比8.9％減）となりました。 

④海外 

ゲーム機用部材が、価格競争の影響等を背景とした商流変更により売上が大幅に減少いたしました。

また、白物家電用部材も急速な円安の影響を受け、日本市場の輸出需要の冷えこみにより減少いたしま

した。さらに電池用部材も顧客の生産調整の影響を受け減少いたしました。この結果、売上高は3,812百

万円（前年同期比39.8％減）となりました。 
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(2)  連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末から106百万円増加し、9,456百万円とな

りました。主として、現金及び預金が324百万円減少し、商品及び製品が610百万円増加したことにより、

流動資産が117百万円増加したことによるものであります。 

（負債） 

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末から136百万円増加し、7,557百万円とな

りました。主として１年内返済予定の長期借入金が234百万円減少したことにより流動負債が223百万円減

少し、長期借入金が364百万円増加したことにより固定負債が359百万円増加したことによるものでありま

す。 

（純資産） 

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末から29百万円減少し、1,898百万円とな

りました。主として剰余金の配当29百万円によるものであります。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、1,466百万円

となり前連結会計年度末より324百万円減少いたしました。 

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果使用した資金は、318百万円となりました。主な増加要因は、売上債権の減少によるも

のであり、主な減少要因は、たな卸資産の増加によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果得られた資金は、3百万円となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は4百万円となりました。 

 

 

(3)  連結業績予想に関する定性的情報 

今後の我国経済は、企業収益の改善を背景に引き続き堅調に推移するものと予想されますが、中国をは

じめとする新興国の景気減速や米国における金利引上げの影響懸念、また、原材料価格の高止まりや輸出

の伸び悩みなど、引き続き不透明な状況で推移するものと思われます。 

このような経済環境下にありまして、当社グループは、主要仕入先や取引先との連携を強化するととも

に、国内全支店で営業情報を共有化し、顧客ニーズに即応できる販売体制を構築してまいります。また、

海外取引の拡大を図るべく海外子会社との情報の共有及び販売ネットワークの深耕・拡充を推進し、持続

的成長と業績の向上に努めてまいる所存であります。 

なお、通期の業績予想につきましては、本日（平成27年11月19日）公表いたしました「平成28年３月期

第２四半期及び通期の業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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２．サマリー情報（その他）に関する事項 

(1)  当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(3)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」

という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結

会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。

以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している

場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を

発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の

期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額見直しを企業

結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、

四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当

該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結

財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わ

ない子会社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フ

ロー」の区分に記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わ

ない子会社株式の取得又は売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキ

ャッシュ・フロー」の区分に記載する方法に変更しております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項

（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結

会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第２四半期連結会計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 

(1)  四半期連結貸借対照表 

  (単位：千円) 

 

前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部         

  流動資産         

    現金及び預金   1,790,638   1,466,611 

    受取手形及び売掛金   5,267,828   4,993,188 

    電子記録債権   206,541   324,231 

    商品及び製品   1,029,957   1,640,732 

    繰延税金資産   30,474   31,545 

    その他   266,470   247,666 

    貸倒引当金   △26,022   △20,846 

    流動資産合計   8,565,889   8,683,129 

  固定資産         

    有形固定資産   315,274   307,573 

    無形固定資産   28,992   25,650 

    投資その他の資産         

      その他   519,986   520,698 

      貸倒引当金   △80,167   △80,838 

      投資その他の資産合計   439,819   439,860 

    固定資産合計   784,086   773,083 

  資産合計   9,349,976   9,456,213 

負債の部         

  流動負債         

    支払手形及び買掛金   3,250,734   3,373,898 

    短期借入金   2,467,281   2,381,593 

    1年内返済予定の長期借入金   355,207   120,621 

    リース債務   3,811   3,106 

    未払法人税等   19,057   15,631 

    役員賞与引当金   4,000   3,000 

    その他   163,443   142,051 

    流動負債合計   6,263,535   6,039,901 

  固定負債         

    長期借入金   918,402   1,282,485 

    リース債務   8,289   5,846 

    役員退職慰労引当金   15,390   15,770 

    退職給付に係る負債   116,231   118,311 

    繰延税金負債   92,462   88,155 

    その他   6,937   6,983 

    固定負債合計   1,157,712   1,517,553 

  負債合計   7,421,248   7,557,455 
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  (単位：千円) 

 

前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

純資産の部         

  株主資本         

    資本金   350,000   350,000 

    資本剰余金   1,333   1,333 

    利益剰余金   1,386,819   1,362,923 

    自己株式   △3,298   △3,298 

    株主資本合計   1,734,855   1,710,958 

  その他の包括利益累計額         

    その他有価証券評価差額金   92,874   83,174 

    為替換算調整勘定   24,428   31,263 

    退職給付に係る調整累計額   37,713   36,062 

    その他の包括利益累計額合計   155,016   150,500 

  非支配株主持分   38,856   37,299 

  純資産合計   1,928,728   1,898,758 

負債純資産合計   9,349,976   9,456,213 
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

  （四半期連結損益計算書） 

   （第２四半期連結累計期間） 

  (単位:千円) 

 

前第２四半期連結累計期間 

(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 

(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

売上高   13,950,313   11,427,759 

売上原価   13,008,211   10,637,569 

売上総利益   942,102   790,189 

販売費及び一般管理費   848,086   792,830 

営業利益又は営業損失（△）   94,015   △2,640 

営業外収益         

  受取利息   15,367   15,104 

  受取配当金   1,774   2,645 

  為替差益   7,393   － 

  デリバティブ評価益   －   2,321 

  業務受託料   －   8,567 

  雑収入   3,084   9,230 

  営業外収益合計   27,620   37,867 

営業外費用         

  支払利息   27,734   26,542 

  手形売却損   4,040   3,910 

  為替差損   －   382 

  デリバティブ評価損   17,739   － 

  雑損失   5,155   1,807 

  営業外費用合計   54,670   32,643 

経常利益   66,966   2,583 

特別利益         

  固定資産売却益   －   3,792 

  特別利益合計   －   3,792 

税金等調整前四半期純利益   66,966   6,376 

法人税、住民税及び事業税   22,312   5,787 

法人税等調整額   13,687   △3,248 

法人税等合計   35,999   2,539 

四半期純利益   30,967   3,837 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 

  6,347   △2,153 

親会社株主に帰属する四半期純利益   24,619   5,991 
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  （四半期連結包括利益計算書） 

   （第２四半期連結累計期間） 

  (単位:千円) 

 

前第２四半期連結累計期間 

(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 

(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益   30,967   3,837 

その他の包括利益         

  その他有価証券評価差額金   37,294   △9,700 

  為替換算調整勘定   △18,038   7,431 

  退職給付に係る調整額   402   △1,650 

  その他の包括利益合計   19,658   △3,919 

四半期包括利益   50,625   △82 

（内訳）         

  親会社株主に係る四半期包括利益   46,308   1,474 

  非支配株主に係る四半期包括利益   4,316   △1,557 
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

 
 

(単位:千円) 

 

前第２四半期連結累計期間 

(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 

(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー         

  税金等調整前四半期純利益   66,966   6,376 

  減価償却費   8,768   11,041 

  貸倒引当金の増減額（△は減少）   14,098   △5,282 

  受取利息及び受取配当金   △17,142   △17,749 

  支払利息   27,734   26,542 

  固定資産売却損益（△は益）   －   △3,792 

  売上債権の増減額（△は増加）   848,450   188,903 

  たな卸資産の増減額（△は増加）   188,735   △590,903 

  仕入債務の増減額（△は減少）   182,836   99,709 

  役員退職慰労引当金の増減額（△は減少）   △63,830   380 

  役員賞与引当金の増減額（△は減少）   △7,000   △1,000 

  退職給付に係る資産の増減額（△は増加）   △11,384   △14,622 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少）   946   4,992 

  その他   △11,210   △3,511 

  小計   1,227,970   △298,915 

  利息及び配当金の受取額   17,093   17,781 

  利息の支払額   △29,495   △28,136 

  法人税等の支払額   △23,207   △9,581 

  営業活動によるキャッシュ・フロー   1,192,361   △318,852 

投資活動によるキャッシュ・フロー         

  有形固定資産の取得による支出   △7,319   △131 

  有形固定資産の売却による収入   －   4,262 

  無形固定資産の取得による支出   △2,600   △146 

  投資有価証券の取得による支出   △4,166   △4,070 

  その他   5,728   3,116 

  投資活動によるキャッシュ・フロー   △8,357   3,030 

財務活動によるキャッシュ・フロー         

  短期借入金の純増減額（△は減少）   △595,052   △93,402 

  長期借入れによる収入   500,000   473,209 

  長期借入金の返済による支出   －   △354,106 

  配当金の支払額   △28,262   △27,392 

  その他   △1,993   △3,143 

  財務活動によるキャッシュ・フロー   △125,308   △4,834 

現金及び現金同等物に係る換算差額   △24,407   △3,370 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）   1,034,288   △324,026 

現金及び現金同等物の期首残高   863,231   1,790,638 

現金及び現金同等物の四半期末残高   1,897,520   1,466,611 
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(4)  セグメント情報等 

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

    ①前第２四半期連結累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年９月30日） 

（単位：千円） 

 

報告セグメント 

調整額 

(注) 1 

四半期連結

損益計算書

計上額 

日 本 

海外 計 

東京支店 大阪支店 日立支店 (注) 2 

売上高        

  外部顧客への売上高 3,768,871 2,669,107 1,177,111 6,335,223 13,950,313 － 13,950,313 

  セグメント間の内部 

 売上高又は振替高 

66,994 354,189 185,318 514,803 1,121,305 △1,121,305 － 

計 3,835,865 3,023,297 1,362,429 6,850,026 15,071,619 △1,121,305 13,950,313 

セグメント利益 11,804 5,078 315 68,346 85,545 8,470 94,015 

（注）１ セグメント利益の調整額8,470千円には、セグメント間振替高△2,076千円、各報告セグ 

     メンに配分していない一般管理費の配賦差額10,547千円が含まれております。 

   ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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    ②当第２四半期連結累計期間（自  平成27年４月１日  至  平成27年９月30日） 

（単位：千円） 

 

報告セグメント 

調整額 

(注) 1 

四半期連結

損益計算書

計上額 

日 本 

海外 計 

東京支店 大阪支店 日立支店 (注) 2 

売上高        

  外部顧客への売上高 4,303,017 2,239,982 1,072,025 3,812,734 11,427,759 － 11,427,759 

  セグメント間の内部 

 売上高又は振替高 

98,238 272,086 153,530 392,873 916,729 △916,729 － 

計 4,401,255 2,512,068 1,225,556 4,205,607 12,344,488 △916,729 11,427,759 

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 

41,407 12,404 △10,725 △43,865 △779 △1,861 △2,640 

（注）１ セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△1,861千円には、セグメント間振替 

     高△117千円、各報告セグメントに配分していない一般管理費の配賦差額△1,743千円が 

     含まれております。 

   ２ セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整 

     を行っております。 
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(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

  該当事項はありません。 

 

(6) 重要な後発事象 

  該当事項はありません。 

 

 


